
み
合
意
を
「
選
挙
互
助
会
」

30日
に
選
出
さ
れ
る
立
憲
の
た
。
逢
坂
誠
二
元
政
閻
会
長
は
志
位
和
夫
委
只
長
は
、
衆
院
し
、
今
絞
も
揺
る
が
ず
、
力
を

（
松
井
代
表
）
と
批
判
し
た
。

新
代
表
が
維
新
と
と
う
向
き
合
「
国
会
を
開
い
て
み
な
け
れ
ば
選
の
野
党
共
闘
の
成
果
を
強
閻
尽
く
す
」
と
語
っ
た
。

た
だ
、
衆
院
選
で
は
立
憲
や
う
か
が
焦
点
と
な
る
。

言
い
づ
ら
い
」

。
小
川
淳
也
元
し
、
共
闘
路
線
の
継
続
を
訴
え
来
夏
の
参
院
選
は
、
計
泣
も

共
産
は
議
席
を
減
ら
し
、
こ
れ
代
表
選
の
4
候
補
者
は
25日
総
務
政
移
官
は
「
あ
ら
ゆ
る
方
た
。
と
く
に
野
党
が
候
補
者
を
あ
る
「
1
人
区
」
が
勝
敗
を
左

に
距
離
を
蹴
い
た
維
新
と
国
民
に
横
浜
市
で
あ
っ
た
記
者
会
見
々
と
対
話
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
閉

一
本
化
し
た
選
挙
区
で
自
民
候
右
す
る
。
立
憲
の
4
候
補
は
、

民
主
党
が
議
席
を
伸
ば
し
た
。

で
、
維
新
と
の
関
係
の
あ
り
方
ざ
す
の
は
適
切
で
は
な
い
」
と
補
を
破
っ
た
り
、
接
戦
に
追
い
で
き
る
だ
け
与
党
候
補
と
1
対

選
挙
綾
、
国
民
民
主
と
維
新
は
を
問
わ
れ
た
。
西
村
智
奈
美
元
し
た
。
泉
陣
太
政
調
会
長
は
込
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
「
重
要

1
の
構
図
を
つ
く
る
必
要
性
を

今
回
の
衆
院
選
で
維
新
が
議

＿

27日
の
維
新
の
臨
時
党
大
会
ぽ
こ
れ
ま
で
、
維
新
を
「
自
民
急
速
に
連
携
を
深
め
、
今
月
9

厚
生
労
慟
副
大
臣
は
「
政
策
の
「
ま
ず
は
立
憲
が
し
っ
か
り
と
な
成
果
」
と
し
た
。

強
調
す
る
一
方
、
共
産
と
の
連

席
を
伸
ば
し
た
こ
と
で
、
野
党
で
、
馬
場
伸
幸
幹
事
長
は
「
来
党
の
補
完
勢
力
」
（
枝
野
幸
男
日
に
は
国
会
の
法
案
提
出
や
改
部
分
で
相
い
れ
な
い
。

（
協
力
再
生
し
て
い
く
こ
と
を
最
優
先
志
位
氏
は
「
今
の
選
挙
制
度
携
を
見
直
す
考
え
も
示
す
。
野

側
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
年
の
参
院
選
挙
で
全
国
に

一
人
前
代
表
）
と
位
溢
づ
け
、
対
立
憲
の
議
論
な
ど
で
協
力
す
る
こ
を
）
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

の
も
と
で
政
治
を
変
え
る
道
は
党
の
涙
補
者
が
乱
立
す
る
よ
う

が
起
き
、
来
夏
の
参
院
選
に
向
で
も
多
く
の
仲
間
を
輩
出
し
て
し
て
き
た
。
維
新
も
、
立
憲
と
と
で
一
致
。
国
民
民
主
は
さ
ら
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答
え

一
方
、
共
産
党
は
切
日
、
党
共
闘
し
か
な
い
」
と
主
張
。
立
な
事
態
に
な
れ
ば
、
自
民
党
を

け
た
「
野
党
共
闘
」
の
行
方
は
い
く
」
と
意
気
込
ん
だ
。

共
産
党
の
「
限
定
的
な
閣
外
か
に
参
院
選
で
独
自
候
補
を
擁
立
た
。

本
部
で
中
央
委
貝
会
総
会
を
開
憲
と
の
「
閣
外
協
力
」
合
意
な
利
す
る
こ
と
に
な
る
。

不
透
明
感
が
培
し
て
い
る
。

野
党
第
1
党
の
立
憲
民
主
党
ら
の
協
力
」
と
い
う
政
櫂
枠
組
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

他
の

3
氏
は
明
言
を
避
け
き
、
衆
院
選
を
総
括
し
た
。

ど
に
つ
い
て
「
誠
実
に
順
守

（鬼
原
民
幸
、
横
山
翼
）

立
憲
新
代
表
の
対
応
焦
点

■

共
産
は
継
続
確
認

参
院
選

へ
揺
れ
る
野
党
共
闘

:JJi 
大阪発の政党はどこへ

匡l

日 日本維新の会
の

大阪維新の会

! r··-----------·•··------e 大阪府合団の畏

目i主な 松井一郎 吉村洋文 ！ 
大 ：常任役員 代表 副代表代表 -' 大阪市鵬団の畏！

需i -麿i 罵場俸幸 一 ！ 
同 ，

幹事長 副代表 堺市●団の畏 ！

月： 、••こ:::―ー：：:: ―ーこ―ー：:: ―ー：：：こ―ー：：：こ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：

！国会議員 大阪府外遍出 36人 大阪府選出 20人 ： 
（参院比例の1人を含む） ， 

・------------------------------------------・・ 
、・-・-・・-・-・・・-・・・-・--・-・--・・・--・・・・
！蜻方●員大阪府外選出 147人 大阪府内 239人 ！ 
---・---・-------------------------・・・・・ —’ 

大阪府内の首畏 17人

「コ ンビニ戦略」 大阪発の躍進

呵

衆
院
選
‘
頼
っ
た
吉
村
知
事
人
気

五
葬
脅

E
9
 

ll1IIUli'I 大阪繕断の勢力llll lH~~.tllil と実声→ 1が か 長基-せ匡l

（定数109)57 維新了悶iこよる 47(定数88)C翌 哀 含 晨 農 f且琵眉 党 醤慶閉ず会日

（定数86)33 ....... 大阪叩R.. …... 40(定訟83) っ含を包腐曲贔持悶は い固緬五賛盃
（定数52)13 閉 f;議 18(定数48) しをい盈まつで衷の、 大 るめー井や新

0 .. その他の地Jj議U・・134 た尽た つた‘選臨大 ム 地 ‘ と ー 地の

1月 で勝利し知事に

ー。市畏町畏［三~I囁；薗I I雇!!
2008年 橋下徹氏が大阪府知!II選 i籍帝盆維麿倉農埠贋誓烹大胃房界腐衆醤g怠衆 でー否 阪氏で席

10年4月 橋下氏と松井一郎府謙ら訂籍月；闘峰鰐針ii~i!闘直 l侯：国髯い§
悶 ＆ 政 党 「 大 阪 維 新 の 口 註 し 叶 琵 磨 品 屑 ！ 望誌↑閉醤醤揺臼 補 m癸負房雙羞

」 11年4月統一地方選で大勝。府謂足竺塁誓沼嬉姦 ｝譴雀努昔足畠彦娑蘊組醤こ棗 攀畠｝醤」謡げ5覧巴門舅
会は過半数、大阪市請会 3定略を選しまつ 3大の会民 て゚ 1扱員房党もに 料頭構で 表は衆
も第1会派に 人数だ複リた‘の人阪統派党； ‘の者ただ→評 者 ＾松院

11月27日知事市畏ダブル選で1ll利。
を 2 数゚ ス °府議が市ーが府 候緑をち 大゚さ唸 棗包慶羞 大井選

松井知事鷹下市畏に〇 ミカ中略をがフりは りしはが でて し 18立 。） 氏自者えの鉄の無

12年9月国政政党「日本維新の会」 晨 ぢ 斎 庖 ば 墨 雙9だー自党が党ラ窟はい地た選て の分もる
を結党

がう民 の ちのイ出同る方
選卜め出同し‘チ‘ち党 だ主パたじ中議

顔の吉戦量腐苫鹿

公.................... で戦る店じて）レャ維はの が張ル場党選員 でど
m 個 略を営四や

12月衆院選で日本維新の会がも略コし畠し'Iイ新個大麿、 J::と合か挙選 2 
賃賃尉i:~ 化無大

翫 54講席を獲円し、第3党に
をよの展実な償阪

4 ,~ ンて るルズは人阪 維りな‘ら区挙 人全
ふ 年12月衆院選で41講席獲得 維のピ地の ⇒を だ コ 商 且 闘 召 讐る候複やで 以 24

貼り人開紹ど化

新よ二域店維守かン店
15年5月都構想の賛否を問う住民はうのの舗新るらピののし

投兄 小差で否決。Iii下氏雀it,:;t: 蜃姦届忌畜そ登又
,, . .;: 房盃闘要~ ? 叩両合棗

。三言尋〗旦国茫鱈眉喜晨liii!!~日藉！註註籍誌~i!i 喜iiilil〗
設の期悩 りは只新外 席を 1み さ後を
時政がみ~'全はにの維に獲 2 ~ ― せの出
か 界 満 だ ポ か 国 府 よ 地 門 落 得 年 の 方
ら引了 °スつで内る方力ちしの部、勢

‘選店
挙さ

党退と松卜 1がと議狙込た衆分国
内をな井松爵

召でせ
4 2 '員うんが院が政 公る

悶衷る氏井し 7 3現ののだ‘選大選愕認か
房町酎t— て人 9 在拡は ゜ 17 でき挙 涙の

もいに人‘大‘ 年はくは
選維 4市大ると 地゚だ大 は 54'

ピ補よ
をう

挙新月唇き ど゚閃方 °阪 11 議 2~ き当に
戦創でなま議維府議席

.,.. 
〇頼℃選直

偽略蓋基 27市 の‘こか代う党り議略
とや 盤日長維 が蒻とつ表漏大を員を
は政 2をでの新 ＾ 党にをたをら会誰を担

策゚党背 10ダが
久

の誰
かに景年ブ大 爵課も醤

°担し後が束い
＾うた ‘担ね‘

らなに • ;レ阪 ◇ 侑題思し代人 °議うる国
見つ‘大選府 暉だいて表の一員の松会
えた衆阪挙知
た維院でを事 増

、ー浮い選 党のか井議

そ新選の制‘ 謁
かたに窟内 一゜ 氏貝
ば-出見の人 27のと

の °で政し大 介 な吉なえ次は日代地
実戦野治‘阪 - い村いなのこのわ方

政党の支え 「緩い支持」 善教将大•関西学院大教授

大阪の有権者の意識や行独秀舟摂潤在 いと考えている」という。 「政党はリー
してきた関西学院大学の善教将大教授 ダーシップの発揮を可能とする仕組みの
（政治行動論）は、維新が支持される背 一つで、有権者は自分の期待を維新に預

景について、政党が果たしてきた機能に ける。広域潤整主体として機能し続けて
苫目する。 「大阪府と市が協力せず、独 いる阪り、維新が衰退する可能性は低い」

立して物事を進める関係性に対して、大 一方、維新を支えるのは緩い支持だと

阪の有権者は強い問題意識を抱いてき いう。 「政党支持は揺れ動く。都市部は

た。維新は府と市をまとめ、府市間調整 無党派と呼ばれる人も多く、その傾向は

を行えることを証明した」と指摘する。 強まる。 『維新支持は固い』と見られが

維新は大阪市を廃止して特別区を設図 ちだが支持強度は弱く、維新は薄氷の上
する大阪都構想によって、府市間の調整 を歩き続けているような状態だ」

を目指したが、 2度否決された。しか 衆院選の結果については「全国的には
し、有権者は統治制度の改革をせずと 『自民は嫌だけど、かといって立憲も・・

も、 「期待や信頼を預けることができる 、．．』という消極的な選択で維新に投累し

『乗り物』としての政党が機能すればよ た人が多い」と指摘する。
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